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わが国、国土への働きかけの歴史⑨

列島保全への課題
道
路
整
備
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
生
活
が
一
変

大
津
浪
記
念
之
碑

　
　
岩
手
県
陸
前
高
田
市

　
　
米
崎
町
沼
田

　

戦
前
は
、
人
々
の
移
動
は
歩
く

か
列
車
に
乗
る
か
に
ほ
ぼ
限
ら

れ
、
も
の
は
船
と
列
車
で
運
ば
れ

る
の
が
大
半
だ
っ
た
。

　

戦
後
、
経
済
成
長
と
と
も
に
、

わ
が
国
に
も
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
同
じ
よ
う
な
自
動
車
交
通

の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
１
９
４
５

年
（
昭
和
20
）
の
わ
が
国
の
自
動

車
の
保
有
台
数
は
、
全
国
で
わ
ず

か
14
万
台
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ト

ラ
ッ
ク
が
約
10
万
台
、
乗
用
車
と

バ
ス
合
わ
せ
て
４
万
台
と
い
う
状

況
だ
。
長
い
間
、
貨
物
車
の
方
が

乗
用
車
よ
り
も
多
い
状
況
が
続
い

た
が
、
70
年
（
昭
和
45
）
に
貨
物

車
が
８
９
０
万
台
、
乗
用
車
類
は

９
３
０
万
台
に
な
り
、
こ
の
年
初

め
て
乗
用
車
が
貨
物
車
を
上
回
っ

た
。

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
５
月

末
現
在
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、

乗
用
車
類
が
５
８
０
０
万
台
、
貨

物
車
類
が
１
５
０
０
万
台
、
そ
の

他
と
合
わ
せ
て
７
８
０
０
万
台

強
と
な
り
、
今
で
は
物
流
の
圧

倒
的
部
分
を
自
動
車
が
担
っ
て

い
る
。

　

道
路
整
備
の
状
況
を
み
る
と
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
爆
発
が

始
ま
る
前
の
１
９
５
２
年
（
昭
和

27
）
に
は
、
幅
員
が
５
・
５
㍍
以

上
あ
っ
て
大
型
車
が
す
れ
違
え
る

道
路
は
、国
道
で
も
30
％
程
度
で
、

舗
装
さ
れ
た
国
道
は
13
％
程
度
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
現
在
は
大
型
車

　

沼
田
公
民
館
前
に
明
治
29
年

と
昭
和
８
年
の
２
度
の
大
津
波

の
予
兆
や
被
災
記
録
を
刻
ん
だ

高
さ
２
㍍
幅
89
㌢
の
碑
が
建

つ
。

　

碑
文
は
表
に
５
条
の
教
訓
、

裏
に
被
災
の
状
況
を
刻
ん
で
い

る
。

■
碑
文
の
表

不
意
の
地
震
に
不
断
の
覺
悟

返
さ
な
く
て
も
カ
ー
ブ
を
曲
が
れ

る
た
め
の
「
道
路
改
良
」
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

も
の
を
持
ち
始
め
た
時
代

　

56
年
（
昭
和
31
）
の
経
済
白
書

に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
い
う
有
名
な
言
葉
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
戦
後
復
興
を
経
て
、
わ

が
国
は
「
経
済
成
長
の
時
代
」
に

入
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
は
、

私
た
ち
が
も
の
を
持
ち
始
め
た
時

代
と
い
え
る
。

　

高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
い
、

個
人
や
家
庭
は
急
速
に
も
の
を
持

ち
始
め
、
三
種
の
神
器
と
呼
ば
れ

た
電
気
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
白
黒

テ
レ
ビ
が
家
庭
に
入
り
、
や
が
て

３
Ｃ
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
・
ク
ー
ラ

ー
・
自
動
車
）
の
時
代
が
き
て
、

家
庭
が
も
の
で
あ
ふ
れ
る
状
態
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
経
済

成
長
を
支
え
た
の
だ
。

　

同
時
に
、
個
人
の
家
庭
に
自
動

車
が
入
っ
て
き
て
マ
イ
カ
ー
の
時

代
を
迎
え
た
。
わ
が
国
の
自
動
車

保
有
台
数
と
自
動
車
走
行
台
㌔

（
１
台
の
車
が
１
㌔
㍍
走
る
と
１

走
行
台
㌔
㍍
と
い
う
単
位
。
環
境

負
荷
や
経
済
活
動
の
大
き
さ
を
表

す
指
標
）
と
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
変

化
を
重
ね
た
グ
ラ
フ
を
見
て
ほ
し

い
。
こ
の
間
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を

支
え
た
陸
上
物
流
の
増
大
は
、
自

動
車
の
走
行
台
㌔
の
増
加
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
き
た
様
子
が
よ
く
示

さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
赤
ち
ゃ
ん
の
産
ま
れ

る
場
所
の
変
化
を
示
す
グ
ラ
フ
に

よ
れ
ば
、50
年
（
昭
和
25
）
に
は
、

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
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大石久和著

６

書

が
す
れ
違
え
な
い
国
道
は
５
％
未

満
で
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
国
道
が

舗
装
さ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
が
管

理
す
る
「
指
定
区
間
」
と
呼
ば
れ

る
国
道
で
は
、
改
良
も
舗
装
も
１

０
０
％
完
了
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
道
路
整
備

は
、
車
が
走
っ
て
も
ほ
こ
り
埃
が

た
た
な
い
と
か
、
ぬ
か
る
み
に
よ

る
轍
わ
だ
ちに

タ
イ
ヤ
が
と
ら
れ
前
進
で

き
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
改
善
す

る
た
め
に
舗
装
し
た
り
、
大
型
車

の
す
れ
違
い
や
ハ
ン
ド
ル
を
切
り

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑦

大
津
浪
強
い
地
震
の
後
に
來
る

地
震
後
引
く
潮
津
浪
と
思
へ

津
浪
と
思
は
ば
す
ば
や
く
知
ら

せ
よ

避
難
に
は
慾
得
は
な
れ
て
皆
丘

へ■
碑
文
の
裏
（
概
要
）

一
、
明
治
29
年
６
月
15
日
（
旧

５
月
５
日
）
午
後
８
時
地
震
後

大
津
浪
あ
り
。
村
内
倒
壞
家
屋

18
軒
、
死
者
11
名
、
負
傷
38
名

一
、
昭
和
８
年
３
月
３
日
（
旧

２
月
８
日
）
午
前
２
時
頃
大
地

震
続
い
て
沖
に
大
音
響
あ
り
。

後
干
潮
甚
し
く
、
同
２
時
半
頃

大
津
浪
襲
來
。倒
壞
家
屋
12
軒
、

死
者
８
名
、
負
傷
者
３
名

復
興
か
ら
経
済
成
長
の
時
代
へ

赤
ち
ゃ
ん
の
95
％
が
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
産
ま
れ
て
い
た
。
産
気
づ

い
た
と
き
に
産
婆
さ
ん
が
駆
け
つ

け
、
家
で
産
む
の
が
わ
が
国
の
有

史
以
来
の
出
産
の
形
だ
っ
た
。
し

か
し
、
経
済
成
長
と
と
も
に
各
家

庭
に
車
が
入
り
、
い
ざ
と
い
う
時

に
は
マ
イ
カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
で
病

院
等
の
施
設
に
運
べ
る
生
活
に
替

わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
は
99
・

９
％
の
赤
ち
ゃ
ん
が
病
院
等
の
施

設
で
産
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
私

た
ち
が
安
全
な
出
産
を
手
に
入
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
が

可
能
に
な
っ
た
の
は
、
自
動
車
の

普
及
と
道
路
の
整
備
で
各
家
庭
が

個
別
の
輸
送
手
段
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
産
院
等
と
短
時
間

で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

出典：自動車保有台数－「交通安全白書2011」他、自動車走行台キロ－「道路交通統計要覧　平成17年版」（P142）、「交通安全白書2011」他
　　　　名目GDP年度－「国民経済計算年報」　1955年～1979年（旧68SNA・1990年基準計数）

［自動車保有台数］
注1.各年12月末現在
注2.第1種及び第２種原動機付自転車並びに小型特殊自動車を含まない。

［自動車走行台キロ］　 台キロ=自動車台数（台） 走行距離（キロ）
注1.　1987年度（昭和62年度）以降は軽自動車を含む。
注2.　1994年度（平成6年度）の数値には、1995年度（平成7年度）1月～3月の兵庫県の数値（営業用バス等を除く）を含まない。 

名目ＧＤＰ（兆円）【年度】［右軸］

自動車保有台数（万台）【年】［左軸］

自動車走行台キロ（億キロ）【年度】［左軸］

名目ＧＤＰ（兆円）自動車保有台数（万台）

・自動車走行台キロ（億キロ）

【年】
【年度】

ＧＤＰと自動車保有台数・自動車走行台キロ

出典：「人口動態調査」厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/09/s0905-7d.html　他

出生場所の変化
個別移動手段である自動車が各家庭のなかに浸透

 病院や診療所で生まれる子供が増加

いちごの里よしみ
青山洋三支配人

　町特産のいちごを活用した都市と農

埼玉県吉見町久保田 1737
主要地方道東松山鴻巣線　TEL.0493-53-1530

村のふれあい拠点として、多くの皆様に大変親し
まれております。風味豊かな地粉うどん（さとの
そら）やＢ級グルメのあぶら味噌丼がおすすめ郷
土食。お土産は、いちご大福、いちごかりん糖、
無添加いちごジャム、苺かまぼこをどうぞ。

アグリステーションなぐら
原田哲男駅長

　農山村の地域資源を生かしており、こ

愛知県設楽町西納庫森田 32
国道 257 号　TEL.0536-65-0888

こで「日常の中の非日常」を体験いただけたら嬉し
いですね。地元のお母さん達が秘伝のタレをたっぷ
り塗ってモチモチ感あふれる焼きたて「エゴマだれ
五平餅」、寒暖差で旨みが凝縮された高原野菜がお
勧めです。無料レンタサイクルもございます。

丹後王国「食のみやこ」
小石原範和理事長

　４月に「丹後あじわいの郷」から名称

京都府京丹後市弥栄町鳥取 123
主要地方道網野岩滝線　TEL.0772-65-4461 

が変わり、34㌶の自然豊かな公園全体が道の駅
となり、西日本最大級となりました。温泉ホテル
もあります。丹後の食材にこだわった「食」を味
わい、手作り体験や農業体験もでき、さらに丹後
地域の観光の拠点となることを目指しています。




